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令和２年度 第１１号 令和３年３月２４日（水）発行 

３月１日（月）に角田高校第１６回卒業式を挙
行し，３年生 157名が臥牛ヶ丘を巣立っていきま
した。今年も昨年に引き続き新型コロナウィルス
感染症拡大の影響で在校生なしの３年生だけの
卒業式となりました。卒業証書授与の時には，担
任から一人一人名前を呼ばれると卒業生は元気
な声で返事をして，代表の生徒も立派に校長先生
より卒業証書を受け取っていました。前生徒会長
の笠間琉生（角田中出身）の答辞は，生徒会長と
して過ごした高校生活への思いを実感を込めて
表現しており，気持ちが伝わるすばらしいもので
した。高校生活最後の校歌斉唱も本来は大きな声
で歌いたかったと思いますが，飛沫が飛ばないよ
うにマスクをしたままで歌う時は小声でという
条件つきで歌いました。式の後は各クラスでホー
ムルームを行い，担任の先生より卒業証書を受け
取りました。今年は密を避けるために保護者や在
校生は教室に入れないことにしたため担任・副担
任と卒業生だけのホームルームになりました。ク
ラスによっては担任・副担任によるバイオリンと
ギターの演奏をしたりクラス全員の集合写真を
とったりするなどして解散しました。その後は，
お互いの卒業アルバムにコメントを書き合った
り，写真を撮り合ったり，部活動ごとに集まった
りして最後の高校生活を満喫していました。 

 

 

 

角田高校を今春卒業した３年生の進路が決定しました。今年度の卒業生は国公立大学合格者が６名で，２年連続で

宮城教育大学に一般入試で合格しました。また，ここ数年文科省の方針で合格者を少なめに抑える傾向のあった私立

大学でも，東北学院大学でのべ 41名合格するなど健闘しました。また，公務員でも宮城県警察のような倍率の高い

公務員試験に合格するなど生徒たちの頑張りが表れた進路先となりました。 

進路先 人数 主な進路先

国公立大学 6 宮城教育大学，山形大学，福島大学，宮城大学

私立大学 65 東北学院大学，東北福祉大学，東北工業大学，尚絅学院大学　他

短期大学 8 仙台青葉学院短期大学

専門学校 48 仙台医療センター附属看護助産学校，石巻赤十字看護専門学校　他

公務員 12 角田市役所，丸森町役場，岩沼市役所，大河原町役場，宮城県警察　他

民間就職 9 アイリスオーヤマ株式会社，医療法人金上仁友会，宮城第一信用金庫　他
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 角田市総務部企画財政課が主催して１月１３日（水）から２月２２
日（水）まで４回に渡って第６次長期総合計画策定に係る「かくだワ
ークショップ」がかくだ田園ホールで開催され，本校生徒７名（１年
生３名，３年生４名）が参加しました。角田市の現状と課題を出し合
いながら角田市の将来像を語り合い，思いついたアイディアを事業計
画として企画提案するという取り組みです。ファシリテーターとして
毎回参加されていた東北学院大学の柳井雅也教授の指導助言を中心
として８グループに分かれて話し合いが行われ，２月２２日（水）に
各グループよりパワーポイントを使用した発表会が行われました。Ｇ
グループからは本校３年生の長崎悠河（金津中出身）が発表を行いま
した。発表では，廃校利用をテーマに今後小中学校の統廃合によって
廃校となった校舎を利用したレストランや宿泊体験などで交流人口
を増加させるというアイディアを提言しました。地元の藤尾小学校は
春になると桜が美しく咲き誇るということで，そういった地元と母校
への愛着をこめて将来的に廃校となっても何らかの形で活用してほ
しいという願いがこめられた発表でした。これらの提言は市が取りま
とめて実現可能性や採算を検討して第６次長期総合計画策定の参考
とされるということです。 

２月２５日（木）に予選会を開きました。例年は全校生

徒が体育館に集まって３年生を送る企画なのですが，密

を避けるため体育館には３年生だけ集まり，１・２年生は

教室でリモート参加という形式で行いました。当初は１・

２年生が製作したビデオレターやスライドを３年生だけ

が参加して視聴する予定でしたが，１・２年生にも見せた

いという生徒会執行部の熱意に動かされて，全校生徒の

参加となりました。部活動ごとのビデオレターでは１・２

年生の先輩に対する思いが込められた趣向が凝らされて

いて見ごたえのあるもでした。 

角田ワークショップ

 

３月１２日（金）から４回に渡って応援練習を行いました。

今年度は４月から６月まで休校で角白定期戦も開催されず，

１年生は１度も応援練習を行わないまま２年生になってし

まうという異例の事態となりました。そこで４月より新１年

生が入学してくる前に少しでも応援練習を経験しておいた

方がよいという声が応援団幹部よりあがり，ＬＨＲや放課後

の時間を利用して応援練習をすることになりました。全校生

徒が体育館に入ると密になることから，２回に分けて行うこ

とにしました。前もって練習していた生徒会幹部の見本を見

ながら１年生も戸惑いながら見よう見まねで手をたたいた

り拳を振り上げたりしていました。２年生も２年ぶりの応援

練習で忘れている部分もあり，再確認する意味でも有意義な

時間となりました。また，新たに応援団に入りたいという生

徒も出てきて，コロナ禍の中でも着実に伝統の引き継ぎが行

われていることに嬉しくもありました。 


